
感染症情報 ７月３１日～８月６日

④ヘルパンギーナ

②咽頭結膜熱

⑤ＲＳウイルス感染症

４６４例（堺市 

３１４例（堺市 ３４例）
２２８例（堺市 １９例）

前週比１．５％増の２，２０６件の報告数であった。感染性胃腸炎
が府下で前週比１％増、堺市で前週５１例→今回４１例であった。
咽頭結膜熱が府下で４２％増、堺市で前回２９例→今回３９例で
あった。大阪市南部、泉州、大阪市西部、大阪市東部の４ブロック
で警報レベル基準値３を超えている。溶連菌感染症が府下が３％
減、堺市で前週３６例→今回４６例。ヘルパンギーナは府下で
２９％減、堺市で４９例→３４例であった。ＲＳウイルス感染症が府下
で２％減、堺市で１４例→１９例であった。
インフルエンザが府下で前週２７５例→２５３例で８％減、堺市で
前週３０例→今回２４例であった。定点当たり大阪府は０．９２→
０．８５、堺市で１．０３→０．８６（１未満に戻った）であった。

３９例）
③溶連菌感染症 ４０８例（堺市 ４６例）

４１例）

府下２９９医療機関（堺市２８）から

府下小児科１９５医療機関（堺市１９）から

①感染性胃腸炎 ５８５例（堺市

２５３例（堺市インフルエンザ ２４例）

府下２９９医療機関（堺市２８）から

４，０９３例（堺市新型コロナウイルス感染症 ５３４例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前週
４，３９９例→今回４，０９３例で７％減、定点当たり１４．６６→
１３．６９に、堺市は前週４８０例→今回５３４例で１１％増、定点当た
り１６．５５→１９．０７であった。大阪府のブロック別の定点当たりで
は、堺市ブロックが再びワーストになっている。

大阪府定点 １３．６９ 堺市定点 １９．０７

 麻疹や風疹の報告はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数

０歳
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から
４歳
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から
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８０歳
以上

合計

１６１ ４０３ ３４４ ６１６ ４１２ ３５９ ４０７ ４６７ ３０３ ３２５ ２９６ ４０９３
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